
Samathadeva の 倶 舎 論 註 -根 品 (3)1)-

本 庄 良 文

〔16〕 saumanasyavedaniyam ca karma (455, Tu 60b7)2)

旭 雅 は増含巻十二, 九 丁 (大2. 607b「三 痛」) を掲 げ, Pは さ らにAN vol. IV,

382, SN vol. V, 211を 示 す。 法憧 は無言。 の はなぜか, 上 の引文を含 まない,

雑 含12 (289) (大2. 81c), SN XII, 61 (1)“Assutavato”(vol. II. 94) に 対 応 す る

経3)を 引 く。 以下試訳。

舎衛 国因縁4)。

ビク らよ, 愚 かで, 仏 説 を聞 かぬ凡夫5)(Cf. AKBh 14015)〔ら 〕は,〔地, 水,

火, 風 の〕四 大 か ら成 る身体 につい て, 欲 を離れ, 自 由となることはあつても,

識 (vijnana) に つ いて,〔欲 を離れ, 自由 となる ことは〕あ りえない。 なぜか。

四大 か ら成 る身体 には, 永 続 もあるが, 滅 び もある6)〔か らだ〕。

また同様 に, この, 心 (citta), 意 (manas), あ るいは識7)と 呼ばれ る もの に

ついて, 凡 夫 には, 厭 い, 欲 を離れ, 滅 ぼ す, とい うことはない。 なぜか。 ビ

クらよ, 凡 夫 は 日夜, 常 に 〔心, 意 識〕を 護 り, 我 がものとし, 手 中にし,

取 り込んで,「こ れ こそが我 であ る。 これ こそが, わ が我 であ る。」と 〔考える。

だか ら〕凡 夫 には, そ の 〔心, 意 識 〕に ついて, 厭 い, 欲 を離 れ, 滅 ぼ す と

い うことがない。

ビクらよ, だ れであれ, 凡 夫 が, 四 大 か らなる身体 を 「我な り」と 認め る,

この方が ましであつ て, 識 を 〔「我な り」と 認 める方〕で は な い。 な ぜ か。 四

大 か らな る身体は, よ く安ん じられ, 護 られ て, 十 年, 二 十 年, 三 十 年, 四 十

年, 五 十 年, あ るいは百年の間, か の 〔心, 意 識 〕よ りもす ぐれ て持続す る

ものであ るが, 心, 意 識 と呼ばれ るそれぞれは, 日夜, 滅 し, そ れ ぞれは,

一 瞬 の うちに滅び, 様 々に 生 じ (utpadyamanam utpadyate), 滅 ぶ (nirudhyama-

nam nirudhyate)〔か らだ〕。ちよ うど, 猿8)が 森 の しげみを動 きまわ るとき, 木

の枝 にぶ ら下 り, そ の枝 を手離 しては, ふ たたび別 の枝 にぶ ら下 るように, 心,

意, 識 と呼ばれ るそれぞれは, 日夜, 滅 し, そ れ ぞれは一瞬 の うちに滅 び, 様
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々 に, 別 の ものとして生 じ, 滅 す る。

ビク らよ, そ の場合, 仏 説 を聞 く聖弟子は, 縁 起 こそを よ く心の 中で吟味 し,

分 析す るのである。 す なわち,「こ れあれば, か れあ り。 これ生 ず れ ば, か れ

生ず」 〔と, で あ る〕。

つま り, 楽 〔なる感〕受 を享 くべ き触9)に 依 つて生 じた楽 〔なる感〕受, を

感 受す るとき, かれ は, 楽 受 を感受 しつつ,「私 は楽 受を感受 してい る。」と 如

実に知 る。 さて, か の, 楽 受 を享 くべき触 が滅す ると, 楽 受 を享 くべき触 に依

つて生 じた楽 受は, 滅 し, 寂 し, 静 ま り, 消 え る。

楽 受 と同様 に, 苦 受……喜 受……憂 受……。

捨受 を享 くべ き触 によつ て生 じた捨受 を感受す るとき, (以下同様)……静 ま

り, 消 える。

か の 〔聖弟子〕は, 次 のよ うに考 える。 「これ らの受 の因は何 か。 何 か ら生

じ, 何 か ら現れ 出るのか。」と。 さらにかれ は次の ように考 え る。「これ らの受

は, 触 を因 と し, 触 か ら生れ, 触 か ら現れ 出る。 それ ぞれ の感受 が生ずれ ば,

それ ぞれ の触 が生 じてお り(?), そ れ ぞれの触 が滅すれば, そ れぞれ の 受 が滅

し, 寂 し, 静 ま り, 消 え る。」と。

ビクらよ, この よ うに見 る聖弟 子は, 身体 を も厭 い, 受, 想, 行, あ るいは

識 を も厭 い, 離 欲 し, 自由 とな り, 解 脱 智見 〔を得 る〕。「わが生は尽 きた り。

梵 行は行ぜ られた り。なすべ きことはな し了えた り。 われは, この生存 より他

の, い かな る生存を も知 ることなか らん。」と。

〔17〕 katham idanim purusas ta ucyante10) (4623, Tu 62a3)

法 憧, 西 は, 中含28「崔 曇弥経」(大1.607b) を, Pは Vibhanga p. 336を 爪

す。 と ころが の は,

「それでは, ど うして彼 らが男 と呼ばれ るのか」以 下 は, ど こで説 かれ るか。

「多界経」す なわ ち, 分 別品 (Vibhagasamgraha) の末 尾 におい て で あ る。 これ

〔について〕は, 第 一倶舎 処 (界品) の,「同 様 に, 多 界 経 に おい て も (evam

Bahudhatuke'pi: AKBh 187)」と い う 〔本文〕に 関 して記 した如 くを見 よ (=

Tu 35a5)。

と述 べ る。桜 部教授はすでに, の 依用 の中含 と漢訳 中含 の親近性 を論 じてお ら

れ る11)が, この箇処 はか えつ て, 漢 訳 中含以外の伝承 が の に合 致 す る。 す な
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わ ち, MN No. 115“Bahudhatukasutta”(vol. III. 65/66),『仏 説四品法門経』(大

17. 713b), 蔵 訳 『多界経』(Pek. No. 963, Lu 329a6, 影印版vol. 12) に は,「女 人 は

梵天 になれない」と あ るの に, 漢 訳 中含 の 「多界経」の み には, この句が ない。

〔18〕aghatavastv-albhavac ca (4627, Tu 62a4)

これ は引用経典 ではない。Samathadeva が <経典 を して本論 を註釈せ しめ る>

例 が こ こに あ る12)。Pの み が, DN vol. III. 26225, AN Vol. IV. 4088, AN vol.

V, 150を 示 す。DN vol. III, 289 (Dasuttarasuttanta) を 付 加 し うる (Cf.“Gradual

Sayings”vol. IV. 275 nt 1)。

の は, aghatavastu (怒 りの対象, Cf. yas 10925) に つ いては, 複 数 の経 典 に お

いて説 かれ ると言 つた上 で,“六 経 (2=mdo drug pa) の第 一経”を 引 く。引用 の

あ と,「こ れ らの hanabhagiya (?=nams pahi cha) は, き わ めて災 あ るもの と し

て 『十上経』13) (Dasottarasutra) に 明解 に説 かれ てい る。」と も言 う。経典部分 を

以下 に紹介す る。

九 つの法 が hanabhagiya(?) で あ る。 〔九つ とは何か。〕九 つの怒 りの対象 で

ある。 す なわち

私 に対 してあの者 は, 不 利益 を望 み, た めにな らぬ ことを望 み, 安 楽 を望 ま

ず, 安 楽 の境地14) (reg pa gnas pa) を 望 まず, 安泰 (yogaksema)15) を望 まない。

この ことによつ て私 に (1)か つ て害 をな し, (2)現 に 害をな し, (3)今 後

害 をなすで あろ う-と 考 えて, そ の者 に怒 りを発す る。

私 に利益 を望 み, た めを思 い, 安 楽 を楽 み, 安 楽 の境地 を望 み, 安 泰 を望 ん

で くれ る人 に対 してあの者 は, 利 益 を望 まず, ため を思 わず, 安 楽 を望 まず,

安 楽 の境地 を望 まず, 安 泰 を望 まない。 この ことによつ てその 〔友〕人 に(4)

か つ て害 をな し, (5)現 に 害をな し, (6)今 後 害 をなす であろ う-と 考 え

て, 怒 りを発す る。

私 に対 して利益 を望 まず, た めを思 わず, 安 楽 を望 まず,〔安 楽 の 境 地 を望

まず,〕安 泰 を望 まぬよ うな人 に, あ の者 は, 利 益 を望 み, た め を思 い, 安 楽

を望 み, 安楽 の境 地を望ん で い る。 〔その こ とに よつ て〕か 〔の敵〕に 益 を

(7)か つ てな し, (8)現 に なし, (9)今 後 なす であろ う-と 考 えて, そ の

者に怒 りを発す る。
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〔19〕sutre 'py uktam: ye 'pi te bhiksavah santa vimoksah (488, Tu

63b8)

法 瞳, 西 は 雑 含14(347) (大2.97a) を 掲 げ, Pは, SN XII, 70 (vol. II. 123)

を 示 し て, Yas. 1118以 下 を 引 用 す る。 の は, 上 と は 全 く別 の 経 典 を 引 く が,

漢 巴 資 料 に対 応 箇 処 を 見 出 し 難 い。 ま た, AKBh 4358に こ の 経 文 が 引 か れ て お

り16), そ れ に 対 し て の (Thu 116a2) は, 以 下 の よ う に 述 べ る。

中 阿 含 の 第 七 摂 頽 後 半 の, ba lan skyon 経 に 説 か れ て い る。 ま た, 三 昧 相

応 の, kaya-smrtyupasthana-paryaya-vyakhyana の 第 二 摂 頽 の 第 九 経 に も 説 か

れ て い る。 ま さ に こ の 第 二 倶 舎 処 の 根 を 解 説 す る と こ ろ で,「色 界 に お い て は

六 〔根が 獲 られ る〕。(AK II 14d)」と 説 か れ て い る。 〔その 箇 処 に つ い て 記 し た

と こ ろ を 見 よ。〕

1) (1)(2)は, そ れ ぞ れ,『印 仏 研 』28-1, 昭54. 12;『仏 教論 叢 』24所 収。

2) プ ラダ ン本 頁, 行; 北 京 版 葉 数, 表 ・裏, 行。

3) AKBh 22910に 引 用 され る。 これ に つい て の は無 言。

4) 雑 含 よ り も Pali に 合致。

5) 以 下,「凡 夫 」と 略 す。

6) rnam par hjog dan nams par mthon; 雑 含: 有 増 有 減, 有 取 有 捨; Pali: acayo

pi apacayo pi, adanam pi nikkhepanam pi.

7) 三 者 は 同義 語。Cf. AK II. 34.

8) Cp Thag 126, 1111.

9)“-vedaniya-sparsa-”を ひ と まず こ う訳 す。

10)“asthanam anavakaso yat stri…… (AKBh 4624)”に つ い て の記 述 な が ら, の は

こ の文 を引 く。

11)「シ ャ マ タ デ ー ブ の依 用 す る 中阿 含 に つ い て」(『山 口博 士還 暦 記 念 論 叢』)。

12) た と え ば, 根 品 の通 し番 号[1], [8], [9]が 同様 の例 で あ る。

13) 山 田竜 城 『梵記 仏 典 の諸 文 献 』p. 47参 照。

14) Pali: phasuvihara. Cf.“Deux etudes de Moyen-lndien, ”C. Caillat, JA 1960.

15) K. R. Norman,“The Elders' Verses I,”p. 128, Thag 32に 対 す る note 参 照。

16) これ に対 して法 憧, 西 は, 中含23「周 那 問見 経 」(大1.573c) を掲 げ る。

(仏 教 大 学 仏 教 文 化 研 究 所 助 手)
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